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図

1.

調査孔のコア状況について、図 1-7 に示した 6孔のコアを示す。
5 調査地のボーリングコア状況
1-7 調査孔位置図
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図

Ls1

Ls2
Ls3

Hd

BV

Hd：羽六類層下部層の砂岩・泥岩の互層
1-8 コア状況（BV-A5）
-A5 孔のコア状況

分布する地質の岩相から、上位から Ls1,Ls2,Ls3,Hd と分布できる

Ls1：層状構造が失われるほど礫状化（岩屑化）した移動土塊

Ls2：層状構造を残す移動土塊動態観測により確認される変形領域の下端面

Ls3：変形を受けた形跡を残す領域
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図

Ls1
Ls2

Ls3
1-9 コア状況（BV-B4）



Ls

Ls

Ls2

Hd
1

Ls3

Hd
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2

図 1-10 コア状況（BV-C1）
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図

Ls1

Ls2

Ls3

Hd
1-11 コア状況（BV-C2）
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図

Ls1

Ls2

Ls3

Hd
1-12 コア状況（BV-C3）
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図

Ls1

Ls2

Ls3
1-13 コア状況（BV-C4）



表

記号 地質 特徴 代表

Ls1 移動土塊1
層状構造が失われるほど

礫状化（岩屑化）した移動土塊

Ls2 移動土塊2

層状構造を残す移動土塊

動態観測により確認される

変形領域の下端面

Ls3 ゆるみ領域 変形を受けた形跡を残す領域

Hu
羽六塁層

上部層
塊状の砂岩優勢層

Hd
羽六塁層

下部層
砂岩・泥岩の互層

1.

砂

岩 べ

りによる移動土塊(Ls1 および Ls2)と地すべり影響を受けたゆるみ領域(Ls3)からなる
1-1 地質構成表

的なコア写真 透水特性と透水係数

攪乱した基質を細粒分が充填し、

排水性が低い。

試験値 k≒1×10-4～1×10-6m/sec

鉛直方向の開口亀裂が発達(全逸水)する。亀裂が少ない箇所は

透水性が低いが、亀裂の連結により層としての排水性は良い。

下面に難透水の破砕帯を挟在する。

試験値 k≒1×10-1～1×10-6m/sec

鉛直方向の亀裂が発達する。

Ls2層に比べると亀裂の開口量は少ない。

試験値 k≒1×10-4～1×10-6m/sec

亀裂が少なく透水性は低い

試験値 k≒1×10-4～1×10-6m/sec
6 調査地の地質構成

調査地の地質構成表を表 1-1 に示す。下位から、基盤として羽六塁層下部層にあたる

・泥岩互層(Hd)、羽六塁層上部層にあたる塊状の砂岩層(Hu)が分布し、上位は、地す
-12-

亀裂が少なく透水性は低い

試験値 k≒1×10-4～1×10-6m/sec
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図

1.

調査孔の観察結果を踏まえて、各断面図を作成した。断面の位置を図 1-14 に示す。
7 地質断面図
1-14 調査位置平面図
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図
 1-15 A 測線断面図
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図
 1-16 C 測線断面図
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図
 1-17 B 測線断面図
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図

10

多雨期実施分
月

1-18 4-4 測線(電気探査測線)
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図 1-19 6-6 測線
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8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地中移動量

BV-A5 15.5m 2018/8/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※6/7 15.5m観測不能

20.5m 2018/8/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※6/7 15.5m観測不能

BV-B4 36.0m 2019/3/3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※10/16 36.0m観測不能

44.5m 2019/3/3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※10/16 36.0m観測不能

BV-C1 22.0m 2018/8/22 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36.5m 2018/8/22 ○ ○ ※9/23 36.0m観測不能

BV-C2 26.0m 2018/8/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36.0m 2018/8/15 ○ ○ ※9/23 36.0m観測不能

BV-C3 16.5m 2019/1/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60.0m 2019/1/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※10/16 64.0m観測不能

BV-C4 15.0m 2018/9/23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※9/19 13.5m観測不能

25.0m 2018/9/23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※9/19 13.5m観測不能

観測機器 2018年 2019年

観測実績

観測開始

〇
⇒

a

1.
孔

・
・
・

・

・孔内傾斜計のグラフ形状に応じて、変形形式の分類を行った。
平成 30年度に設置した孔内傾斜計観測孔

全孔で観測不能となる。

図

8 すべり面の検討
内傾斜計観測結果とコア観察に基づくすべり面の設定

平成 30年度に設置した孔内傾斜計観測孔は、6孔である。
各孔において、複数の深度にわたって変位が確認された。
すべり面は、変位が確認された深度とコア観察による粘土化部等が一致
する深度をすべり面として認定した。
全孔で、すべり面での変位が大きく、ガイド菅の変形により、観測が不
能となっている。
1-20 孔内傾斜計観測孔位置図
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図

B
・ て

・ て

図
・
・GL-20.5～33.75ｍの変形は③傾倒型に分類

a

Ls1

Ls2

Ls3

Hd

A ブロック

A-0 ブロック

A 測線

1

GL-15.5m 観測不能
V-A5
GL-15.5～16.18m の変形は、狭い範囲で変位し
いる。
GL-20.5～33.75ｍの変形は、広い範囲で変形し
いる。
aより、
GL-15.5～16.18m の変形は①せん断型に分類
9/6/7
1-21 孔内傾斜計観測結果図(BV-A5)



B

L

BV-A5：15.52m～16.18m（15.5mで傾斜計挿入不能となる）

BV-A5：8.72m～8.75m

BV-A5：7.55m

図 a

Ls1

Ls2

Ls3

Hd

B
・
・GL-20.5～33.75ｍの変形は③傾倒型
V-A5：33.25m～33.29m
-21-

s2すべり面の下底面に相当。これより上位で砂岩層が角礫化

図
 1-22 傾斜計の累積変位グラ
V-A5
GL-15.5～16.18m の変形は①せん断型
フとコア状況（BV-A5）
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B
・
・Ls1

Ls2

Ls3

B 測線

1

GL-36.0m 観測不能
V-B4
GL-36.15m の変形は、①せん断型。

GL-44.5～53.65ｍの変形は、③傾倒型

図 a

図

9/10/16
1-23 孔内傾斜計観測結果図(BV-B4)



B

L

B

傾斜計変位が確認できた破砕部。

B

変位のな

Ls1

Ls2

Ls3

B
・
・GL-44.5～53.65ｍの変形は、③傾倒型
V-B4：44.60m～53.65m（写真は 53.65m付近）
s2すべり面の

い、コア状況
V-B4：36.15m
下底面。砂岩層が角礫化

図 a
V-B4:66.17m
-23-

がから確認される破砕部
図

V-B4
GL-36.15m の変形は、①せん断型。
1-24 傾斜計の累積変位グラフとコア状況（BV-B4）



B
・
・

・

Ls1

Ls2

Ls3

Hd

Ls1

Ls2

Ls3

Hd

18/9/23

36.0m

28.0m

B
・

・

V-C2
GL-5m 周辺は、②弓型
GL-26.0～28.35m の変形は、③傾
倒型
GL-36.0～36.5ｍの変形は、①せん
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断型。

B
・
・

19

GL-64m 観測不能

図 a

Ls3
Hd

Ls1

Ls2

図 1-2

C 測線

A ブロック

A-0 ブロック

A-1 ブロック

A-1-2 ブロック

GL-36.0m 観測不能 ん断型
V-C3
GL-16.5～16.54m の変形は、①せん断型。

GL-60.0～64.31ｍの変形は、③傾倒

5 孔内傾斜計観測結果図(BV-C1,BV
/10/16
型。
V-C1
GL-22.18m の変形は、③傾倒型+
①せん断型である。
GL-36.5～37.0ｍの変形は、①せ
-C2,BV-C4)



B

L

BV-C2：25.30m～28.35m

BV-C2：5.00m～13.5m付近

図 a

Ls1

Ls2

Ls3

Hd

B
・
・
・GL-36.0～36.5ｍの変形は、①せん断型。
V-C2：35.95m
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s2すべり面の下底面。薄い泥岩層でせん断

図

V-C2
GL-5m 周辺は、②弓型
GL-26.0～28.35m の変形は、③傾倒型
1-26 傾斜計の累積変位グラフとコア状況（BV-C2）



図 a
B

Ls

BV-C1：22.18m

BV-C1：26.21～26.25m

BV-C1：29.55～29.62m

BV-C1：32.40～32.60m

BV-C1：32.80～32.95m

BV-C1：33.50～33.60m

BV-C1：25.05～25.15m

Ls1

Ls2

Ls3

Hd

BV
・
・GL-36.5～37.0ｍの変形は、①せん断型
V-C1：36.7m
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2すべり面の下底面。薄い泥岩層でせん断。すべり面に条線がみられる
図
 1-27 傾斜計の累積変位グラフとコア状況（BV-C1）
-C1
GL-22.18m の変形は、③傾倒型+①せん断型
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B

L

BV-C3:16.30～16.54m

BV-C3:20.82m
BV-C3:23.35m

BV-C3:37.7m

BV-C3:38.7m

BV-C3:47.52m

BV-C3:52.30m

BV-C3:52.63m

Ls3

Hd

Ls1

Ls2

B
・
・GL-60.0～64.31ｍの変形は、③傾倒型。
V-C3:64.31m
s2すべり面の下底面。上位は砂岩が角礫化
図 a
図
 1-2
V-C3
GL-16.5～16.54m の変形は、①せん断型。
8 傾斜計の累積変位グラフとコア状況（BV-C3）



B

Ls

B

Ls1すべり面の下底面。すべり面から上位にかけて角礫化。④型+③型

Ls1

Ls2

Ls3

BV
・

・GL-19.75～27.75m の変形は、③傾倒型。

図 a
V-C4:26.55m
2すべり面の下底面。採取率が悪い。③
V-C4：15.28m
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型 図
 1-29
-C4
GL-14.75～17.75m の変形は、④S 字状を呈し、これよ
り上位は、③傾倒型に近い
傾斜計の累積変位グラフとコア状況（BV-C4）



表
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1-2 すべり面と変位深度一覧表（1/5）



表
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1-3 すべり面と変位深度一覧表（2/5）



表
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1-4 すべり面と変位深度一覧表（3/5）



表
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1-5 すべり面と変位深度一覧表（4/5）



表
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1-6 すべり面と変位深度一覧表（5/5）
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孔

不動層

砂 る
範 高
角 た
り 破
壊 呈
して変形。

薄
変形として判定されるすべり面

傾

・

形

→

・

亀

状

→傾倒型として判定されるすべり面

泥岩層が細粒化
内傾斜計

変動図
A

図 1-30 A 測線断面図（下方
岩層が厚く分布す
囲は、褐色を伴う
度亀裂が発達し
、粉砕(脆性的な
)されて土砂状を
く層状をなす泥岩層→せん断
断面拡大図
斜計の変形タイプとコア状況の傾向

薄く層状をなす泥岩層は、狭い範囲で延性的に変

。

せん断型として判定されるすべり面

砂岩層が厚く分布する範囲は、褐色を伴う高角度

裂が発達したり、粉砕(脆性的な破壊)されて土砂

を呈して変形。
拡大）



応急ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠(南)

地山補強土工・ロープ伏工

2号集水井工（施工中）

（横ボーリング施工中）

応急ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠(北)

落石防護柵工（被災）

崩落土砂を受け
（エネルギー減

2．すべり面粘土の土質試験結果
地山補強土工・ロープ伏工

応急ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠(北)

EL.155.00m
EL.154.00m

止め、損壊
衰に寄与）

応急対策（H鋼による落石防護柵）
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応急ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠(南)

図 2-1 集水井 位置図

落石防護柵工（被災）

応急対

7/28崩壊

2/5崩壊
3号集水井

横ボーリング施工中

2号集水井（施工中）
策（H鋼による落石防護柵）

年度 実施中の対策工

地山補強土工：0.13

ロープ伏工：0.32ha

落石防護柵工：147m

ボーリング暗渠工：

ボーリング暗渠工：

集水井工：2基（施工

応急対策工（大型土

H30年度

R1年度
3号集水井工
ha

80m

58m

中

のう
×8本

×8本

）

）、補強土防護壁工（施工計画中）



2.1 集水井 孔内壁面情報

図

●集水井 2号(掘進長 35.00m/39.00m 標高 154.00m)

・深度 1～27m(標高 153～127m)は LS1で構成されている。

●集水井 3号(掘進長 40.00m/42.50m 標高 155.00m)

・深度 1～29m(標高 154～126m)は LS1で構成されている。

LS1 LS1
-36-

2-2 2 号・3号集水井 孔内壁面図(0～15m)



LS1下部の

推定すべり面

図

LS1下部の

推定すべり面

粘土採取→

LS1内の

湧水

LS1内の

湧水

●集水井 2号(掘進長 35.00m/39.00m 標高 154.00m)

・深度 24～25m付近(標高 130～129m)で湧水(しみだし程度)あり。

・深度 27～28m付近(標高 127～126m)に LS1下端の推定すべり面がみられる。

・深度 28～35m(標高 126～118m)は LS2で構成されている。

・推定すべり面は南東・北西走向・北東傾斜である。

●集水井 3号(掘進長 40.00m/42.50m 標高 155.00m)

・深度 16～17m(標高 139～138m)付近で地すべり土塊の破砕箇所がみられる。

・深度 28～29m(標高 127～126m)付近で LS2下端の推定すべり面がみられる。

・深度 29～39.5m(標高 126～115.5m)は LS2で構成されている。

・推定すべり面は南東・北西走向・北東傾斜である。

LS1 LS1

LS2
LS2
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2-3 2 号集水井 孔内壁面図(15～30m)



LS2下端の

推定すべり面

←粘土採取

●集水井 2号(掘進長 35.00m/39.00m 標高 154.00m)

・深度 30~33m付近(124～121m)で湧水(1L/min程度)あり。

・深度 33～35m付近(標高 121～119m)に地すべり土塊の破砕箇所がみられる。

・破砕箇所は南東・北西走向・北東傾斜である。

●集水井 3号(掘進長 40.00m/42.50m 標高 155.00m)

・深度 33～39m(標高 122～116m)付近で地すべり土塊の破砕箇所がみられる。

・深度 38～39m(標高 117～116m)付近で LS2下端の推定すべり面がみられる。

・深度 39.5～42.5m(標高 115.5～112.5m)は LS3で構成されている。

・推定すべり面は南東・北西走向・北東傾斜である。

LS2内の

湧水

図

地すべり土塊

破砕箇所

地すべり

土塊

破砕箇所

LS2
LS2

LS3
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2-4 2 号・3号集水井 孔内壁面図(2号 30～35m、3号 30～42.5m)
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2 号集水井 湧水(深度 24～25m、しみだし状況) 2号集水井 LS1 下部の推定すべり面(深度 27～28m) 2 号集水井 湧水(深度 32～33m しみだし状況)

2号集水井 LS2 移動土塊の破砕箇所(34～35m) 2 号集水井 湧水(深度 32.5m、ライナープレート上より) 3号集水井 湧水(深度 16.5m、ライナープレート上より)

3号集水井 LS3 の中硬岩3号集水井 LS2 下端推定すべり面の破砕粘土(深度 38～39m) 3 号集水井 LS2 下端の破砕粘土(深度 38～39m)

図
 2-5 集水井 写真集
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上記すべり面 2 箇所(集水井 2 号深度 27～28m、集水井 3 号深度 38～39m)で採取した試料

を用い、リングせん断試験を行う。目的は残留強度および完全軟化強度を求めることにより、

地すべりの安定度を評価する指標として用いる。以下に試験方法を述べる。

2.2 すべり面 リングせん断試験 試験方法
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2 号集水井深度 27~28m 予圧密後供試体 3号集水井深度 38~39m 予圧密後供試体

3号集水井深度 38~39m せん断面3号集水井深度 38~39m 内径部くりぬき後リングせん断試験機
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2.3 すべり面 リングせん断試験結果速報

図 2-6 集水井 2号深度 27～28m の推定すべり面粘土のリングせん断試験結果 図 2-7 3 供試体による圧密応力条件での残留強度(上：C’有効、下：C’=0 とした場合)
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図 2-8 集水井 3号深度 38～39m の推定すべり面粘土のリングせん断試験結果 図 2-9 3 供試体による圧密応力条件での残留強度(上：C’有効、下：C’=0 とした場合)
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図 2-10 自然土のφr’と CFとの関係(□：2号 LS1 下端 ★：3号 LS2 下端)

図 2-11 集水井 3号深度 38～39m の推定すべり粘土の粒径加積曲線

表 2-1 集水井 3号深度 38～39m の粘土の完全軟化強度および残留強度、評価手法

図 2-12 C-tanφ図による設計用強度パラメータの決定

残留強度

完全軟化強度

安定解析時適用定数

C=5.2 φ=23.7


